
３ 温暖化防止のための森林吸収源対策の加速化

○ 京都議定書の第１約束期間が迫る中、森林吸収源対策の加速化が必要。
○ このためには、間伐等を推進することにより吸収源の算入対象となる「森

林経営」が的確に行われるようにすることが必要。

　
    ○　森林を適切な状態に保つために1990年以降に行われる森林施業
　　　   　（更新（地拵え、地表かきおこし、植栽等）、保育（下刈り、除伐等）、間伐、主伐）

　　　　　　地拵え　　　　　　　　　   　植　栽　　　　　　　　　　　 下刈り　　　　　　　　　    　間　伐

　　　　   　　○　法令等に基づく伐採・転用規制等の保護・保全措置

育成林における「森林経営」の考え方

天然生林における「森林経営」の考え方

森林吸収源の算入対象となる「森林経営」の考え方


